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径はφ200 mm，全長は 700 mm である．模擬タンクの材質は推進剤のエタノールに対して耐性を
有する透明塩化ビニルとして内部を可視化できるようにした．またタンク内部にはスロッシング，
ガス巻き込み防止用に円盤状邪魔板，推薬およびガスの供給管，排出管を内蔵させた．これらの








の耐圧性を考慮して最大 0.6 MPa とし，排出流量の最大値は，実機タンクと同一の 36 L/min とし









図２ 試験系統 図３ タンクおよび配管系の傾斜の状況 
 
２－２．実験結果 

























Drain tank Pump 








図５ Suction dip 発生状況 
（タンク内圧 0.2 MPa，下流側タンク） 
 





状態になり排出を行う結果になった（図６下図）．排出完了後の残液量は 30 %～40 %であり，下
流側タンクの場合はこれ以下の液量で 0.5 G が連続的に負荷されるとガス巻き込みを生じる． 
 
  
A：0.25 MPa B：0.2 MPa 
15 seconds after discharge started 
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